
高
機
能
繊
維
で
競
争
力
向
上

繊
維
カ
ン
パ
ニ
ー
生
産
技
術
統
括
本
部
本
部
長
保
城
秀
樹
氏

クラレ
石
油
掘
削
船
舶
係
留
用
高
機
能
ロ
ー
プ
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
３
８
）

　
海
底
油
田
の
掘
削
で
は
、
浮

体
式
生
産
貯
蔵
積
出
設
備
を
係

留
し
、
長
い
パ
イ
プ
ラ
イ
ン
で

石
油
を
く
み
上
げ
て
い
く
。
最

近
は
２
０
０
０

以
上
の
超
大

水
深
の
掘
削
が
行
わ
れ
始
め
、

汎
用
ポ
リ
エ
ス
テ
ル
製
ロ
ー
プ

で
は
強
伸
度
面
な
ど
か
ら
パ
イ

プ
ラ
イ
ン
の
損
傷
が
懸
念
さ
れ

て
い
る
。

　
当
社
独
自
開
発
の
高
機
能
繊

維
Ｖ
Ｅ
Ｃ
Ｔ
Ｒ
Ａ
Ｎ
べ
ク
ト

ラ
ン

は
、
全
芳
香
族
ポ
リ
エ

ス
テ
ル
、
す
な
わ
ち
ポ
リ
ア
リ

レ
ー
ト
か
ら
で
き
て
い
る
。
ポ

リ
ア
リ
レ
ー
ト
製
ロ
ー
プ
は
、

そ
う
し
た
損
傷
懸
念
へ
の
対
応

で
注
目
さ
れ
て
い
る
が
、
国
際

規
格
が
な
い
現
状
で
は
納
入
条

件
に
合
わ
ず
受
注
し
に
く
い
状

態
に
あ
る
。
潜

在
顧
客
側
の
早

期
Ｉ
Ｓ
Ｏ
認
可

取
得
要
請
に
応

え
る
た
め
、
ト
ッ
プ
ス
タ
ン
ダ

ー
ド
制
度
の
採
用
と
な
っ
た
。

　
ま
ず
、
当
社
と
ロ
ー
プ
メ
ー

カ
ー
で
あ
る
東
京
製
綱
が
提
案

グ
ル
ー
プ
と
な
り
、
同
ロ
ー
プ

の
性
能
と
試
験
方
法
の
標
準
化

を
、
Ｉ
Ｓ
Ｏ
の
繊
維
の
技
術
専

門
委
員
会
で
あ
る
Ｔ
Ｃ

の
ワ

ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

Ｗ
Ｇ

に
同
制
度
を
用
い
て
新
規
提

案

Ｎ
ｅ
ｗ
　
Ｗ
ｏ
ｒ
ｋ
　
Ｉ

ｔ
ｅ
ｍ
　
Ｐ
ｒ
ｏ
ｐ
ｏ
ｓ
ａ
ｌ

Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｐ

し
た
。

　
そ
の
後
、
Ｔ
Ｃ

／
Ｗ
Ｇ

の
国
内
審
議
委
員
会
を
立
ち
上

げ
、
提
案
グ
ル
ー
プ
に
も
参
画

し
た
。
国
内
審
議
委
員
会
で
は

繊
維
評
価
技
術
協
議
会

Ｊ
Ｔ

Ｅ
Ｔ
Ｃ

に
事
務
局
に
な
っ
て

い
た
だ
き
、
日
本
繊
維
ロ
ー
プ

工
業
組
合
と
日
本
化
学
繊
維
協

会
に
は
委
員
に
な
っ
て
い
た
だ

い
た
。

　
各
国
と
の
提
案
内
容
の
審
議

で
は
、
２
０
１
３
年
６
月
、
ブ

ラ
ジ
ル
の
ペ
ト
ロ
ブ
ラ
ス
と
同

国
規
格
協
会
へ
規
格
の
概
要
説

明
と
支
援
を
要
請
し
た
。

年

７
月
に
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ

に

Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
を
申
請
。
そ
の
後
、

韓
国
、
ド
イ
ツ
、
ベ
ル
ギ
ー
、

中
国
な
ど
に
概
要
説
明
と
支
援

要
請
を
行
っ
た
。

年

月
に

Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
が
正
式
承
認
さ
れ
、

Ｗ
Ｇ

、
パ
リ
会
議
で
ワ
ー
キ

ン
グ
ド
ラ
フ
ト

Ｗ
Ｄ

が
審

議
さ
れ
、
Ｗ
Ｄ
の
投
票
が
あ
っ

た
。

年
２
月
に
は
コ
ミ
ッ
テ

ィ
ド
ラ
フ
ト

Ｃ
Ｄ

が
登
録

さ
れ
、

年
４
月
に
Ｗ
Ｇ

、

パ
リ
会
議
に
て
Ｃ
Ｄ
の
審
議
が

行
わ
れ
て
い
る
。

　
べ
ク
ト
ラ
ン
の
性
能
に
関
し

て
数
例
を
紹
介
す
る
。

１
０

０
度
Ｃ
か
ら
１
０
０
度
Ｃ
ま
で

の
温
度
領
域
で
の
機
械
強
度
を

見
る
と
、
他
の
高
性
能
繊
維
と

比
べ
、
非
常
に
幅
広
い
温
度
帯

域
で
性
能
を
維
持
し
て
い
る
こ

と
が
わ
か
る
。
こ
の
た
め
、
米

航
空
宇
宙
局

Ｎ
Ａ
Ｓ
Ａ

か

ら
高
い
評
価
を
得
て
、
火
星
探

索
用
の
エ
ア
バ
ッ
グ
に
も
使
用

さ
れ
て
い
る
。

　
ま
た
、
試
験
サ
ン
プ
ル
の
一

方
に
荷
重
を
か
け
て
２
７
０
度

で
屈
曲
疲
労
を
調
べ
る
試
験
で

も
、
曲
げ
サ

イ
ク
ル
に
対

し
て
強
度
低

下
が
少
な
い

こ
と
が
わ
か

る
。
繊
維
間

の
摩
耗
性
や

ク
リ
ー
プ
特

性
に
お
い
て

も
優
れ
た
性

能
を
維
持
し

て
い
る
。

　
本
ロ
ー
プ
の
国
際
標
準
化
ま

で
に
は
ま
だ
時
日
を
要
す
る
と

思
う
が
、
経
産
省
を
は
じ
め
と

す
る
多
く
の
方
の
ご
尽
力
で
こ

こ
ま
で
進
む
こ
と
が
で
き
た
。

日
本
は
高
性
能
繊
維
で
世
界
的

に
高
い
技
術
力
を
持
っ
て
い

る
。
標
準
化
す
る
こ
と
で
国
際

競
争
力
を
維
持
・
向
上
し
、
ひ

い
て
は
日
本
の
経
済
、
社
会
に

貢
献
し
て
い
き
た
い
。

射
出
接
合
技
術
の
評
価
法
策
定

大成プラス
中
小
企
業
の
国
際
標
準
化
活
動
（
ト
ッ
プ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド
制
度
の
活
用
）
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
６
１
）

執
行
役
員
専
務
板
橋
　
雅
巳
氏

　
大
成
プ
ラ
ス
は
設
立
が
１
９

８
２
年
、
従
業
員
数

人
の
中

小
企
業
。
事
業
は
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
の
射
出
成
形
で
、
つ
く
り
方

を
つ
く
ろ
う
と
の
方
針
を
持

ち
、
現
在
、
国
内
外
で
３
０
０

件
ほ
ど
の
特
許
を
出
願
、
う
ち

１
１
２
件
が
権
利
化
済
み
だ
。

今
回
は
ト
ッ
プ
ス
タ
ン
ダ
ー
ド

制
度
下
で
国
際
標
準
化
を
進
め

て
い
る
Ｎ
ａ
ｎ
ｏ
　
Ｍ
ｏ
ｌ
ｄ

ｉ
ｎ
ｇ
　
Ｔ
ｅ
ｃ
ｈ
ｎ
ｏ
ｌ
ｏ

ｇ
ｙ

Ｎ
Ｍ
Ｔ

樹
脂
―
金
属

の
ナ
ノ
テ
ク
射
出
接
合
技
術

に
関
し
説
明
す
る
。

　
ま
ず
金
属
、
例
え
ば
ア
ル
ミ

ニ
ウ
ム
を
独
自
の
エ
ッ
チ
ン
グ

処
理
を
す
る
と
、
表
面
に

―

の
凸
凹
が
で
き
る
。

こ
の
ア
ル
ミ
を
金
型
の
中
に
入

れ
、
溶
融
し
た

樹
脂
を
加
圧
し

な
が
ら
押
し
込

む
と
、
金
属
表

面
の
穴
の
中
に

樹
脂
が
差
し
込
ま
れ
て
物
理
的

に
接
合
し
、
強
い
強
度
が
出

る
。
接
合
可
能
な
金
属
と
樹
脂

の
種
類
は
、
金
属
で
は
ア
ル
ミ

の
ほ
か
、
マ
グ
ネ
シ
ウ
ム
、

銅
、
ス
テ
ン
レ
ス
、
チ
タ
ン
、

鉄
で
、
樹
脂
で
は
ポ
リ
フ
ェ
ニ

レ
ン
エ
ン
フ
ァ
イ
ド

Ｐ
Ｐ

Ｓ

、
ポ
リ
ブ
チ
レ
ン
テ
レ
フ

タ
レ
ー
ト

Ｐ
Ｂ
Ｔ

、
ナ
イ

ロ
ン
系
で
あ
る
。
ポ
リ
プ
ロ
ピ

レ
ン
な
ど
も
開
発
段
階
だ
。
金

属
と
樹
脂
の
組
み
合
わ
せ
は
ニ

ー
ズ
次
第
。
実
用
化
事
例
と
し

て
は
、
ソ
ニ
ー
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク

タ
ー
パ
ネ
ル
へ
の
実
装
、
ス
マ

ー
ト
フ
ォ
ン
の
筐
体
向
け
な

き
ょ
う
た
い

ど
が
あ
る
。
し
か
し
、
こ
の
技

術
の
強
み
で
あ
る
軽
量
化
が
生

き
る
の
は
自
動
車
。
Ｎ
Ｍ
Ｔ
使

用
で
さ
ら
に
自
動
車
の
軽
量
化

が
可
能
に
な
る
と
考
え
て
い

る
。

　
国
際
標
準
化
に
向
け
た
活
動

状
況
で
は
、
契
機
は
２
０
１
２

年
２
月
の
河
村
延
樹
経
産
省
大

臣
官
房
審
議
官

当
時

の
国

際
標
準
化
戦
略
の
講
演
だ
。
当

社
ト
ッ
プ
が
こ
れ
に
触
発
さ

れ
、
河
村
審
議
官
訪
問
の
機
会

を
い
た
だ
い
た
後
、
国
際
標
準

化
へ
の
活
動
を
開
始
。

年
４

月
に
は
経
産
省
産
業
基
盤
標
準

化
室
や
基
準
認
証
政
策
課
の
ご

尽
力
で
準
備
段
階
に
入
り
、
５

月
ご
ろ
か
ら
国
内
体
制
の
調
査

・
準
備
、
国
際
会
議
向
け
の
準

備
な
ど
を
始
め
た
。
ま
た
「
樹

脂
―
金
属
の
射
出
接
合
技
術
」

分
野
で
は
、
当
社
と
方
法
が
違

う
技
術
を
持
つ
同
業
が
複
数
社

あ
り
、
そ
の
参
画
も
必
要
だ
っ

た
。
各
社
と
も
自
社
技
術
が
外

に
出
る
こ
と
を
嫌
っ
た
が
、
可

能
な
範
囲
の
情
報
開
示
を
行

い
、
そ
の
中
で
最
大
公
約
数
的

な
評
価
試
験
方
法
を
策
定
す
る

形
で
参
画
が
な
さ
れ
た
。

　
経
産
省
の
ご
尽
力
で
立
ち
上

が
っ
た
国
内
審
議
委
員
会
本
委

員
会
は
日
本
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
工

業
連
盟
に
置
か
れ
、
そ
の
中
に

大
成
プ
ラ
ス
と
樹
脂
メ
ー
カ
ー

の
東
ソ
ー
、
東
レ
、
三
井
化
学

を
構
成
員
と
す
る
分
科
会
を
立

ち
上
げ
た
。
評
価
試
験
関
係
は

産
業
技
術
総
合
研
究
所
を

中
核
と
す
る
枠
組
み
が
つ

く
ら
れ
た
。

　

年
９
月
の
バ
ル
セ
ロ

ナ
で
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ

国
際
会
議
で
事
前
説
明
を

行
い
、
参
加
国
の
賛
同
を

得
た
。

年
４
月
に
は
Ｉ

Ｓ
Ｏ
中
央
事
務
局
に
「
樹

脂
―
金
属
異
種
材
料
複
合

体
の
特
性
評
価
試
験
方

法
」
の
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
を
提

出
。

年
７
月
に
投
票

反
対
票
な
し
、
賛
同
国
が

カ
国

が
完
了
し
、

年
９
月

の
中
国
・
蘇
州
で
の
Ｔ
Ｃ

国

際
会
議
で
Ｎ
Ｗ
Ｉ
Ｐ
が
正
式
承

認
さ
れ
、
国
際
規
格
原
案

Ｄ

Ｉ
Ｓ

へ
の
ジ
ャ
ン
プ
承
認
を

得
た
。

年

月
に
同
事
務
局

に
Ｄ
Ｉ
Ｓ
を
提
出
、
現
在
投
票

中
だ
。
年
度
内
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
規
格

の
発
行
を
目
指
し
て
い
る
。

産
業
用
と
異
な
る
安
全
原
則

サイバーダイン
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
の
国
際
安
全
規
格
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２
へ
の
取
り
組
み
と
今
後
の
課
題
（
Ｉ
Ｓ
Ｏ
／
Ｔ
Ｃ
１
８
４
）

研
究
開
発
部
門
研
究
員
鍋
嶌
　
厚
太
氏

　
当
社
は
筑
波
大
学
の
山
海
嘉

之
教
授
に
よ
っ
て
２
０
０
４
年

に
大
学
発
ベ
ン
チ
ャ
ー
と
し
て

設
立
さ
れ
た
。
山
海
教
授
は
現

在
、
当
社
最
高
経
営
責
任
者

Ｃ
Ｅ
Ｏ

を
務
め
て
い
る
。

年
３
月
末
に
は
東
証
マ
ザ
ー

ズ
に
上
場
。
主
業
務
は
ロ
ボ
ッ

ト
の
研
究
開
発
、
製
造
、
販

売
。
販
売
は
リ
ー
ス
と
レ
ン
タ

ル
対
応
と
し
て
い
る
。
現
在
の

製
品
は

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー
ツ
Ｈ

Ａ
Ｌ
福
祉
用

ロ
ボ
ッ
ト
ス
ー

ツ
Ｈ
Ａ
Ｌ
医
療
用

清
掃
ロ
ボ

ッ
ト
の
三
つ
で
あ
る
。

　
当
社
製
品
の
よ
う
な
「
生
活

支
援
ロ
ボ
ッ
ト
」
に
は
、
産
業

用
ロ
ボ
ッ
ト
に
用
い
ら
れ
る
安

全
原
則
が
使
え
な
い
。
そ
の
た

め
各
国
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
ら
が

集
ま
っ
て
安
全

面
で
の
技
術
要

件
・
仕
様
の
標

準
化
を
行
い
、

年
２
月
に

「
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２
」
が
発

行
さ
れ
た
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２
の
審
議

は
、

年
２
月
か
ら
Ｔ
Ｃ
１
８

４
の
分
科
委
員
会

Ｓ
Ｃ

２

の
Ｗ
Ｇ
７
で
始
ま
っ
た
。
Ｉ
Ｓ

Ｏ
１
３
４
８
２
は
日
本
か
ら
提

案
さ
れ
た
ひ
な
型
に
基
づ
い
て

い
る
。
当
社
は
新
エ
ネ
ル
ギ
ー

・
産
業
技
術
総
合
開
発
機
構

Ｎ
Ｅ
Ｄ
Ｏ

の
生
活
支
援
ロ

ボ
ッ
ト
実
用
化
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

年
度
―

年
度

に
参
加

し
て
い
た
こ
と
か
ら
、

年
６

月
の
パ
リ
会
議
か
ら
Ｗ
Ｇ
７
に

参
加
し
て
い
る
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２
は
タ
イ

プ
Ｃ
規
格

製
品
規
格

で
あ

る
。
機
械
一
般
は
機
械
安
全
の

規
格
で
あ
る
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
２
１
０

０
を
、
電
気
安
全
は
Ｉ
Ｓ
Ｏ
６

０
２
０
４
―
１
、
機
能
安
全
は

Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
８
４
９
―
１
を
引

用
し
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ベ

ル
の
要
求
を
中
に
組
み
込
ん
で

い
る
。
電
磁
環
境
適
合
性

Ｅ

Ｍ
Ｃ

、
難
燃
性
、
耐
環
境
性

に
関
連
す
る
規
格
も
引
用
す
る

形
に
な
っ
て
い
る
。

　
そ
う
し
た
既
存
規
格
か
ら
の

引
用
・
参
照
に
加
え
、
人
が
い

る
空
間
で
の
移
動
、
人
と
の
力

学
的
な
イ
ン
タ
ラ
ク
シ
ョ
ン
、

本
質
的
な
不
安
定
に
よ
る
転
倒

な
ど
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
に

固
有
の
安
全
要
求
が
書
か
れ
て

い
る
。
安
全
関
連
機
能
に
対
す

る
信
頼
性
要
求
と
し
て
、
パ
フ

ォ
ー
マ
ン
ス
レ
ベ
ル
の
基
準
値

が
書
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
は

リ
ス
ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
な
い

場
合
の
基
準
値
で
あ
り
、
厳
し

い
値
。
規
格
作
成
側
の
意
図
は

「
自
分
た
ち
で
き
ち
ん
と
リ
ス

ク
ア
セ
ス
メ
ン
ト
し
な
さ
い
」

と
い
う
こ
と
だ
と
理
解
し
て
い

る
。
こ
の
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２

は
現
状
で
は
強
制
規
格
で
は
な

い
。
製
造
物
責
任
を
果
た
す
た

め
の
標
準
と
し
て
積
極
利
用
し

て
い
く
の
が
よ
い
だ
ろ
う
。

　
Ｉ
Ｓ
Ｏ
１
３
４
８
２
は
搭
乗

型
や
装
着
型
な
ど
異
な
る
タ
イ

プ
に
共
通
の
安
全
要
求
を
定
め

た
規
格
な
の
で
、
タ
イ
プ
固
有

の
要
求
事
項
が
明
確
に
な
っ
て

い
な
い
。
今
後
の
課
題
と
し

て
、
タ
イ
プ
ご
と
の
個
別
規
格

を
つ
く
る
必
要
が
あ
る
と
考
え

て
い
る
。
試
験
の
標
準
や
合
格

基
準
も
必
要
だ
ろ
う
。

　
ま
た
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

を
医
療
機
器
と
し
て
使
用
す
る

場
合
は
、
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト

の
安
全
要
求
・
規
格
要
求
と
、

医
療
機
器
の
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６
０
６
０

１
―
１
規
格
と
の
整
合
も
必
要

と
な
る
。
Ｗ
Ｇ
７
は
Ｉ
Ｅ
Ｃ
６

０
６
０
１
―
１
シ
リ
ー
ズ
の
審

議
を
し
て
い
る
Ｉ
Ｅ
Ｃ
の
Ｔ
Ｃ

、
Ｓ
Ｃ

Ａ
と
ジ
ョ
イ
ン
ト

Ｗ
Ｇ
を
つ
く
り
、
規
格
要
求
に

お
け
る
生
活
支
援
ロ
ボ
ッ
ト
と

医
療
機
器
の
整
合
性
に
つ
い
て

審
議
し
て
い
る
。

標準化を制するものが市場を制す
企業の事例紹介

　　 ２０１４年 平成２６年 ７月４日 金曜日 【企画特集】 （ ）


